
熊本県議会議員

城
南
町
島
田
地
区

蒲
島
県
政

４
期
目
の
基
本
方
針

　

２
０
１
７
年
７
月
、
城
南
町

島
田
地
区
の
自
治
会
長
は
じ
め

役
員
の
皆
さ
ん
か
ら
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
当
時
、
島
田
地
区

で
は
排
水
機
場
に
注
ぐ
導
水
路

の
拡
幅
工
事
が
予
定
さ
れ
関
係

機
関
か
ら
地
域
へ
の
説
明
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
の
説
明
に
よ
る
と
、

導
水
路
に
架
か
る
橋
は
前
後
の

道
路
に
斜
め
に
か
か
り
、
幅
も

狭
く
離
合
で
き
な
い
不
具
合
な

状
況
は
工
事
後
も
変
わ
ら
な
い

と
の
こ
と
。
日
頃
生
活
用
と
し

て
利
用
し
て
い
る
橋
を
こ
の
際
、

拡
幅
、
改
良
し
て
も
ら
え
な
い

か
と
の
要
望
で
し
た
。

　

蒲
島
知
事
は
昨
年
４
月
当
選
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
が
、
直
後
か
ら
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
や
県
南
豪
雨
災
害
対
応

で
４
期
目
の
県
政
の
基
本
方
針
策
定

に
着
手
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

た
び
知
事
の
基
本
方
針
か
つ
県
の
最

高
規
範
で
あ
る
『
新
し
い
く
ま
も
と

創
造
に
向
け
た
基
本
方
針
』
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
（
期
間
２
０
２
３
年
度

ま
で
）
。

　

方
針
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
危
機
を
乗
り
越
え
る

と
と
も
に
、
熊
本
地
震
、
県
南
豪
雨

災
害
か
ら
の
創
造
的
復
興
を
熊
本
の

発
展
に
繋
げ
、
地
方
創
生
を
実
現
す

る
た
め
、
重
点
的
に
推
進
す
る
主
な

取
り
組
み
の
方
向
性
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
２
月
定
例
会
等
で
方
針
を
巡

っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。

　

早
速
、
関
わ
る
複
数
の
部
署
に
対
し
て
地
域
の
事
情

を
私
か
ら
説
明
し
、
ま
た
関
係
機
関
ど
う
し
で
直
接
や

り
取
り
を
し
て
い
た
だ
き
着
工
目
前
で
は
あ
り
ま
し
た

が
要
望
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
の
で
し
た
。

　

ま
た
工
事
箇
所
は
難
工
事
が
予
想
さ
れ
た
た
め
な
か

な
か
契
約
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
昨
年

か
ら
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
３
月
に
は
完
了
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

工
事
完
了
後
は
橋
の
幅
も
従
来
の
３
ｍ
か
ら
4.1
ｍ
に

広
が
り
離
合
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
利
便
性
も
向
上
す
る
で
し
ょ
う
。

〜
導
水
路
整
備
と
橋
の
改
良
に
つ
い
て
〜



「新しいくまもと創造に向けた基本方針（素案）」及び
「第２期熊本県まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）」（概要）

熊本地震と令和２年７月豪雨からの創造的復興を両輪に、新型コロナウイルス
感染症による社会の変容を見据え、新しい「くまもと」を創造する。

基本
理念

基本方針 新しいくまもと創造に
向けた基本方針

１．令和２年７月豪雨からの創造的復興
基本方針 基本方針 第２期 熊本県まち・ひと・しごと創生総合戦略総合戦略

【取組みの方向性】
愛する地域で誰もが安全・安心に住み続けられ、若者
が “残り・集う” 持続可能な地域の実現を目指すとと
もに、県下全域においても災害に強い郷土づくりに取
り組む。
《施策１》　被災者・被災地域の 1日も早い復旧、復
興に向けた取組み
《施策２》　県下全域で取り組む災害に強い郷土づくり

【主な取組み】
 《施策１》
・被災者・被災地域の 1 日も早い復旧・復興に向
けた取組み

 《施策２》
・国土強靭化に向けた取組み
（道路、河川等の整備・強靭化、地域防災力向上、
企業等 BCP 等策定促進）・幹線道路の整備

【主なＫＰＩ（調整中）】
 《施策１》
調整中

 《施策２》
・幹線道路の整備進捗率
・土砂災害特別警戒区域からの住宅移転数

２．新型コロナウイルス感染症を踏まえた対応
【取組みの方向性】
感染拡大防止と大きな打撃を受けた県経済や県民生活
の回復とのベストバランスを図るとともに、社会の変
容を好機と捉え熊本の更なる発展につなげる。
《施策１》　感染症対策の体制強化
《施策２》 　持続可能な社会の実現
《施策３》 　持続可能な経済活動の実現

《施策２》
・生活への支援、子供の居場所の確保、 差別，犯罪の防止・
Society 5 .0 の実現に向けたDXの推進
・熊本への人の流れの創出（関係人口、 移住定住）

《施策３》
・企業や雇用の維持及び労働環境の整備
（テレワーク、ＵＩＪターン、多様な人材）
・新しいビジネスの創出
（業態転換、事業承継、熊本型企業誘致）
・農林水産業の持続的発展
（スマート化、担い手確保、ブランド力向上・販路開拓）
・新たな観光スタイルの確立
（顔認証やMaaS 等スマートツーリズム、ワーケーション等）

【主な取組み】
《施策１》
・感染拡大防止対策及び相談・検査体制等の確保
・持続的な医療福祉サービス提供等に向けた体制確保

【主なＫＰＩ（調整中）】
 《施策１》
・くまもとメディカルネ外ワークに参加
している県民数
 《施策２》
・子供の居場所の数
・効率化した県の業務数・県外からの移
住者数
・ＵＩＪターン就職者数
 《施策３》
・外国人材受入人数（農業）
・企業立地件数
・農林水産物等の輸出額
・延べ宿泊者数

３．熊本地震からの創造的復興
【取組みの方向性】
熊本地震からの創造的復興の総仕上げに向け、残され
た課題を確実に解決し、熊本の更なる発展につなげる。
《施策 1》 　くらし・生活の再建
《施策 2》　 創造的復興の推進

《施策２》
・益城町の復興まちづくり
（土地区画整理事業、県道熊本高森線 4車線化）
・くまもとの誇りの回復と宝の継承
（熊本城、震災ミュージアム）
・阿蘇地域の振興（アクセスルート全線開通効果の最大化、
南阿蘇村立野・黒川）
・「大空港構想」の実現（魅力ある空港づくり、空港アクセス、
UXフロジェ外推進）

【主な取組み】
《施策１》　
・「すまい」の再建、被災企業の事業再建

【主な取組み】
《施策１》
・きめ細かな教育による学力の向上、グローハル人材の育成

【主なＫＰＩ（調整中）】
 《施策１》　－
 《施策２》
・益城町市街地部の人口回復率
・熊本と阿蘇の交通量回復状況
・UXプロジェクト参画企業・団体数

４．将来に向けた地方創生の取組み
【取組みの方向性】
このような情勢下においても着実に進めていく必要の
ある施策について、必要性や優先順位を見極めながら
地方創生の実現につなげる。
《施策１》 　次世代を担う人材の育成
《施策２》 　若者の地元定着と人材育成
《施策３》　安全、安心な社会の実現
《施策４》　魅力ある地域づくり

 魅力ある学校づくり
《施策２》
・若者の地元定着（ブライト企業、奨学金返還等サポート）
・産業人材の確保・育成（農林水産業、医療，介護、建設
産業等）
 《施策３》
・子供を安心して産み、育てられる環境整備・誰もが安心
して暮らせる地域づ＜り・一人ひとりが尊重され自分らし
く暮らせる社会の創造
 《施策４》
・交通体系の最適化・持続可能な地域づくり・スポーツに
よる地域活性化（交通渋滞解消、CO2 排出実質ゼロ、海洋
プラスチックごみゼロ、有明海・八代海の海域環境改善）  

【主なＫＰＩ（調整中）】
《施策１》
・全国学力・学習状況調査・中高生の英語力
《施策２》
・新規学卒者県内就職率
・農林水産業、医療福祉、建設業の（新規）
就業者数
《施策３》
・結婚支援、不妊治療、早産予防に取り組む
市町村数　・交通事故死傷者数
《施策４》
・地域づくり事業の取組件数
・再工ネ 100 宣言 RE アクション参加数


